「人生は、入り口は一つ、出口も一つ」　05.04.17  浅江季光
食事も満足に摂れない闘病生活をつづけて「人生は、入り口は一つ、出口も一つ」ということに気付いた。誰も避けて通れない。
・　人生は食事をすることから始まり、排便することで終わる。寝込んで身体が動かなくなると、とたんに筋肉が衰えやせ細って骨と皮になる。歯肉が痩せ衰え、入れ歯が合わない。
“テレビ食べ歩き”番組で、丼に山のように盛り付けた「らーめん」を見せつけらけられると食欲がわかない。今ままで、それを食べてきたことが信じられない。胃腸を大事にすることが長生きの秘訣。お互いに健康第一に長生きしましょう。人生は胃腸しだい。
・　本田宗一郎さんも入り口と出口を大事にしたらしい。とくに出口にはうるさかった。デーラー廻りをすると、真っ先にトイレにゆき、お客様に気軽にトイレをご利用いただくように指導した。
・　人生は投げ込まれである。気が付いたら、それぞれの家庭環境の中に投げ込まれていた。少なくとも自分の意思ではい。死ぬとき自分の意思で死ぬ人は殆どいない。殆どの人は、何も考えず、入り口も出口も気付かずに通過していく。三島由紀夫は自分の意思で割腹した。よほど自分の意思の強い人であったのだう。死ぬときは他人に迷惑を掛けずに自分の死を決められたら幸せと思う。私にはできそうもない。
・　投げ込まれが、人生あるとすればするほど、自分の意思で、目標をもち強くい生きてゆくしかない。(被投的企投…ハイデッカー)







・　自分の人生を他人の所為にせず、自分の意思と主体で、自己主張して“今”を一生懸命に生きる(天上天下唯我独尊…釈尊)。結果はすべて世間様が評価する(万法が修証する…釈尊)。
・それが人生、あるがままに、とらわれずに生きる。本物が見えてくる。
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